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昨
今
の
行
き
過
ぎ
た
資
本
主
義
に
よ

り
、生
態
系
の
崩
壊
や
気
候
変
動
問
題
が

顕
在
化
し
て
い
る
。こ
う
し
た
中
、我
が

国
は
、2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル（
Ｃ
Ｎ
）、2
0
3
0
年
度
温
室
効
果

ガ
ス
46
％
削
減
と
い
う
極
め
て
野
心
的

な
目
標
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
。

　

そ
の
実
現
に
向
け
て
は
、国
を
挙
げ
て
、

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｇ
Ｘ
）を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。Ｇ

Ｘ
は
、投
資
主
導
に
よ
る
成
長
戦
略
の
柱

で
あ
る
と
同
時
に
、産
業
革
命
以
来
の
人

類
史
を
画
す
る
、経
済
社
会
の
大
規
模
な

変
革
で
あ
る
。不
透
明
な
国
際
情
勢
の
も

と
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
確
保
し

な
が
ら
、需
給
両
面
に
お
い
て
脱
炭
素
化

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、国
民
と
企
業
の

行
動
変
容
も
不
可
欠
で
あ
る
。そ
の
た
め
、

幅
広
い
政
策
の
遂
行
が
求
め
ら
れ
、国
民

理
解
の
醸
成
も
必
須
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
の
も
と
、経
団
連
は
、

提
言「
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン（
Ｇ
Ｘ
）に
向
け
て
」を
公
表
し
、

「
Ｇ
Ｘ
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」の
実
行
を
提

言
し
た
。

　

本
座
談
会
で
は
、提
言
で
掲
げ
た
政
策

の
実
現
に
向
け
た
課
題
を
深
掘
り
す
る
。
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重
要
な
柱
で
あ
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
産
業

や
国
民
生
活
の
基
盤
で
あ
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
価
・
安
定
供
給
を
確
保
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
産
学
官
が
一
体
と
な
り
、

各
種
の
取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
か
ら
見
た

現
下
の
情
勢

久
保
田
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
の
立
場
か
ら
、
杉

森
委
員
長
は
現
下
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
を
ど
う

ご
覧
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

杉
森
　
脱
炭
素
に
向
け
た
世
界
的
な
潮
流
が

加
速
す
る
中
、
主
要
国
経
済
の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
堅
調
な
回
復
と
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

伴
う
地
政
学
的
リ
ス
ク
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
原

我
が
国
を
取
り
巻
く
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
勢
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

久
保
田
　
野
心
的
な
政
府
目
標
に
コ
ミ
ッ
ト
す

る
我
が
国
と
し
て
は
、
産
業
競
争
力
を
強
化
し

な
が
ら
Ｇ
Ｘ
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
り
、
特
に
、

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
大
宗
を
占
め
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
で
の
取
り
組
み
が
極
め
て
重
要
で
す

（
図
表
1
）。ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
背
景

に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
強
化
と
い
っ
た
新

た
な
課
題
も
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、政
府
の「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
戦
略
中
間
整
理
」や「
新
し
い
資
本
主
義
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
」で
は
、脱

炭
素
に
向
け
た
取
り
組
み
の
前
提
と
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
確
保
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、国
内
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
を
踏
ま

え
た
Ｇ
Ｘ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
今
般
の
政
府
方
針

に
対
す
る
評
価
と
今
後
の
期
待
等
に
つ
い
て
、
ご

意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
ず
、我

が
国
を
取
り
巻
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
と
今
後
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
隅
委
員
長

か
ら
、
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

隅
　
我
が
国
は
、
資
源
の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
に

依
存
し
て
お
り
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
再
生
可

油
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
を

は
じ
め
と
す
る
化
石
燃
料
の
価
格

は
歴
史
的
水
準
で
高
止
ま
り
し
て

い
ま
す
。
Ｉ
Ｅ
Ａ
（
国
際
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
関
）の
予
測
で
は
、
２
０
２
３

年
の
世
界
の
石
油
需
要
は
、
過
去

最
高
だ
っ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
２

０
１
９
年
を
更
新
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
主
要
国
に
お
け
る
経
済

制
裁
に
伴
い
ロ
シ
ア
か
ら
の
原
油

輸
出
量
が
低
下
す
る
一
方
、
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ（
石
油
輸
出
国
機
構
）や
米
国

の
増
産
余
力
は
限
定
的
で
、
イ
ラ
ン
や
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
と
い
っ
た
産
油
国
か
ら
の
早
期
輸
出
再
開
に

も
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
足
元

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
は
当
面
継
続
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
か
ら
、
ロ
シ

ア
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
度
が
高
い
欧
州
を
中
心

に
脱
炭
素
戦
略
の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た
長
期
的
な
ト

レ
ン
ド
は
今
後
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
と
し
て
も
、現
下
の

状
況
を
踏
ま
え
、
人
々
の
生
活
を
支
え
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
に
引
き
続
き
万
全
を
期
す

と
と
も
に
、
Ｇ
Ｘ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
く
所
存
で
す
。

そ
の
う
え
で
、
Ｇ
Ｘ
に
関
す
る
昨
今
の
政
府

方
針
に
対
す
る
評
価
と
今
後
の
期
待
に
つ
い
て

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
立
地
に
も
制
約
が
あ
り
ま
す
。

昨
今
の
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
伴
う
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
供
給
不
安
の
高
ま

り
に
よ
っ
て
、
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻

く
環
境
の
厳
し
さ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の

脆
弱
性
を
強
烈
に
再
認
識
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
要
諦
は「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」、す

な
わ
ち
安
全
性（Safety

）を
大
前
提
と
し
な
が

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障（Energy Securi-

ty

）、経
済
効
率
性（Energy Effi  ciency

）、環

境
性（Environm

ent

）と
い
う
３
つ
の
バ
ラ
ン

ス
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル（
Ｃ
Ｎ
）を
目
指
す
中
に
あ

っ
て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
価
・
安
定
供
給
が

最
重
要
で
あ
る
こ
と
に
全
く
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
、
化
石
燃
料
に
は
大
変
厳
し
い
目

が
向
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
円
滑
な
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
う
え
で
不
可
欠
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
調
達
先
の
多
角
化
や
資
源
外

交
の
強
化
な
ど
に
よ
り
、
安
定
的
な
資
源
確
保

に
万
全
を
期
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｇ
Ｘ
の
実
現
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
け

る
抜
本
的
な
構
造
転
換
が
必
要
で
す
。
脱
炭

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

原
子
力
を
最
大
限
活
用
す
る
と
同
時
に
、
２
０

５
０
年
Ｃ
Ｎ
を
見
据
え
、
火
力
発
電
の
脱
炭
素

化
を
実
現
す
べ
く
、
水
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ（
二
酸
化
炭
素
回
収
・
有
効
利
用
・
貯
留
）

等
に
関
わ
る
研
究
開
発
・
実
証
に
足
元
か
ら
取

り
組
む
こ
と
が
肝
要
で
す
。

と
り
わ
け
原
子
力
は
、
技
術
的
に
確
立
し
た

脱
炭
素
電
源
で
あ
り
、
市
況
に
も
左
右
さ
れ
に

く
く
、
資
源
に
乏
し
い
我
が
国
で
は
欠
か
せ
な

い
選
択
肢
で
す
。
ま
ず
は
２
０
３
０
年
度
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
で
示
さ
れ
た
原
子
力
比
率
20
～

22
％
の
達
成
を
目
指
し
、安
全
性
の
確
保
と
地

元
の
理
解
を
大
前
提
に
、
既
存
プ
ラ
ン
ト
の
再

稼
働
を
加
速
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。さ

ら
に
設
備
利
用
率
を
向
上
さ
せ
、運
転
期
間
を

稼
働
ベ
ー
ス
で
60
年
超
に
延
長
す
る
な
ど
、
徹

底
的
な
活
用
を
図
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

並
行
し
て
、
現
行
ル
ー
ル
の
も
と
で
は
最
短
の

場
合
、
原
子
力
の
設
備
容
量
が
２
０
３
０
年
代

に
急
減
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
安
全
性
を

向
上
さ
せ
た
新
型
軽
水
炉
や
Ｓ
Ｍ
Ｒ（
小
型
原

子
炉
）、高
温
ガ
ス
炉
、高
速
炉
な
ど
を
念
頭
に

リ
プ
レ
ー
ス
・
新
増
設
も
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
東
日
本
大
震
災
後
、
国
内
の
原
子
力
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
脆
弱
化
が
進
む
中
で
、政
府

に
は
確
固
た
る
方
針
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
早
急
に

打
ち
出
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す（
図
表

2
）。エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
対
策
は
Ｇ
Ｘ
に
向
け
た

2030年 2050年 2060年
4000

3000

2000

1000

0

（万kW）

（出所）日本原子力産業協会・資源エネルギー庁資料から作成

※2030年において、原子力比率20％を達成
するために必要な基数（27基）は、資源エネル
ギー庁資料より。
※2050年において、原子力比率10％/20％
を達成するために必要な基数（20基/40基）
は、60年運転の場合に稼働しているプラント
（23基）の平均設備容量を踏まえて算出。

996

原子力比率
20％

（約40基分）

８基 60年運転40年運転

60年運転

20
22
20
24
20
26
20
28
20
30
20
32
20
34
20
36
20
38
20
40
20
42
20
44
20
46
20
48
20
50
20
52
20
54
20
56
20
58
20
60
20
62
20
64
20
66
20
68
20
70
20
72
20
74
20
76
20
78
20
80
20
82
20
8420
86
20
88
20
90

23基

足元の稼働状況

2050年に向けて、運転期間60
年への延長・60年の法定運転
年限の延長等を進める必要。

原子力比率
10 ％

（約20基分）2030年度に向け
て、円滑に再稼働
を進める必要。

原子力比率
20％

（約27基分）

40年運転

現
下
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
と
Ｇ
Ｘ
に
向
け
た
政
府
方
針
の
評
価

技術の社会実装・政策の
ロードマップの明示と司令塔の確立

エネルギー
供給構造の転換
（エネルギーミックス
の実現と電力システム
の次世代化）

グリーン
ディール

産業構造の
変化への
対応

原子力利用の
積極的推進

攻めの
経済外交戦略

電化の推進・
エネルギー需要側
を中心とした

革新的技術の開発

サステナブル
ファイナンス

カーボン
プライシング

2050年
GX実現

政府は官民の投資を最大限引き出し、産業の国際競
争力を維持・強化すべく、以下の内容を含む「GX政策
パッケージ」＝グランドデザインを早急に提示すべき。

図表1「GX政策パッケージ」の全体像

図表2　原子力発電の設備容量の見通し 申
し
上
げ
ま
す
。
２
０
２
２
年
５
月
に
政
府
が

示
し
た「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
中
間
整

理
」
は
、
現
下
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
を
踏
ま
え

た
内
容
で
あ
る
と
と
も
に
、
経
団
連
の
提
言
の

内
容
も
多
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
５
０

年
Ｃ
Ｎ
を
目
指
す
中
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
要
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体
が
変
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
欧
州
で
は「
リ
パ
ワ
ー（REPow

er

）Ｅ
Ｕ
」

に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
産
化
石
燃
料
か
ら
の
早
期

脱
却
を
打
ち
出
し
な
が
ら
、
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
シ
フ
ト
を
加
速
さ
せ
る
展
開
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
一
方
で
今
回
の
出
来
事
は
、
ゴ
ー
ル
に

到
達
す
る
経
路
や
予
想
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
十
分

考
慮
す
る
こ
と
な
く
理
想
に
向
か
っ
て
突
き
進

む
と
、国
家
の
存
立
や
国
民
生
活
の
安
定
を
維

持
で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
現
実
的
か
つ
実

効
性
の
高
い
道
筋
で
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
教
訓
を
我
々

に
示
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
従
来
日
本
が
主
張

し
て
き
た
現
実
的
な
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
が
、
国

際
的
に
も
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
つつ
あ
り
、

水
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と
い
っ
た
日
本

企
業
が
保
有
す
る
技
術
に
対
す
る
評
価
も
高

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
変
化
を
捉
え
、Ｇ
Ｘ

を
加
速
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
次
に
政
府
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
①「
骨
太
の

方
針
」
の
中
で
今
後
の
新
し
い
成
長
を
生
み
出

す
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
Ｇ
Ｘ
を
成
長
戦
略
の
柱
の

１
つ
に
明
確
に
位
置
付
け
た
こ
と
、
②
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の
中
間
整
理
に
お
い
て
実
現
に

向
け
た
総
合
的
な
戦
略
と
施
策
の
メ
ニュ
ー
を

打
ち
出
し
た
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。
金
融
業

界
の
立
場
か
ら
申
し
上
げ
る
と
、
Ｇ
Ｘ
実
現
の

鍵
は
、
巨
額
の
投
資
と
そ
れ
を
支
え
る
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
を
ど
う
実
現
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
Ｃ
Ｎ
の
実
現
に
向
け
た
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
と
、
民
間
の
努
力
を
後
押
し
す
る

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
不
可
欠
で
す
。
政
府
の
方

針
で
は
、
前
例
の
な
い
規
模
と
期
間
に
よ
る
支

援
措
置
を
示
し
、
民
間
が
予
見
性
を
持
っ
て
投

資
で
き
る
仕
組
み
を
講
じ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

ま
し
た
。
長
期
に
わ
た
る
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
企
業
や
投
資
家
の
投

資
喚
起
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
歓
迎
し
ま
す
。

　
ま
た
、
金
融
関
連
の
施
策
と
し
て
、
ト
ラ
ン

ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
推
進
に
不
可
欠
な

分
野
別
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
、
対
象
産
業

分
野
の
拡
大
、
海
外
か
ら
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
呼

び
込
む
う
え
で
必
要
と
な
る
情
報
開
示
、
評
価

認
証
制
度
な
ど
の
基
盤
整
備
が
中
間
整
理
に
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
も
、
我
々
経
団
連
の
提
言
に

沿
っ
た
も
の
で
す
。

　
今
後
こ
れ
ら
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
実
効
性
の

高
い
形
で
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
れ
に
加
え
て
Ｇ
Ｘ
は
、
国
民
生
活
、
産
業
構

造
、
地
域
全
般
に
わ
た
る
社
会
経
済
変
革
で
す
。

政
府
に
は
、こ
れ
か
ら
日
本
が
こ
の
大
転
換
を
ど

う
や
り
遂
げ
て
長
期
的
な
成
長
に
結
び
付
け
て

い
く
の
か
と
い
う
道
筋
を
示
し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

諦
は
Ｓ
＋
３
Ｅ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
背
景
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

る
中
、
中
間
整
理
に
お
い
て
３
Ｅ
の
バ
ラ
ン
ス
に

優
れ
る
原
子
力
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
方

針
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
変
意
義
の
あ
る

こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
原
子
力

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
源
の
脱
炭

素
化
と
あ
わ
せ
て
、
電
化
が
困
難
な
熱
需
要
の

脱
炭
素
化
に
不
可
欠
と
な
る
水
素
・ア
ン
モ
ニ
ア・

合
成
燃
料
・
合
成
メ
タ
ン
等
の
活
用
拡
大
に
向

け
た
方
策
が
示
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
、
高

く
評
価
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
骨
太
の

方
針
」
と「
新
し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
及
び
実
行
計
画
」で
は
、Ｇ
Ｘ
へ
の
投
資
が

主
要
な
柱
と
位
置
付
け
ら
れ
、
新
た
な
司
令
塔

と
な
る「
Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
」の
設
置
や
、
今
後
10

年
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
年
内
に
策
定
す
る
方
針

が
示
さ
れ
た
点
も
、大
い
に
歓
迎
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
、Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
を
通
じ
て
、首
相
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、省
庁
横
断
的
か
つ
官

民
一
体
と
な
っ
て
Ｇ
Ｘ
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。特
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
て
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
原
子
力

の
リ
プ
レ
ー
ス
・
新
増
設
に
つ
い
て
は
、正
面
か
ら

議
論
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

金
融
業
界
か
ら
見
た

Ｇ
Ｘ
を
巡
る
世
界
の
潮
流

久
保
田
　
平
野
副
会
長
に
、
金
融
業
界
の
立
場

か
ら
、
Ｇ
Ｘ
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
や
政

府
方
針
に
対
す
る
評
価
を
伺
え
ま
す
か
。

平
野
　
Ｇ
Ｘ
を
巡
る
世
界
の
潮
流
と
い
う
点
で
、

今
回
の
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
に
対
す
る
強
い
警
告
に
な
り
ま

し
た
。た
だ
、こ
れ
に
伴
う
一
時
的
な
調
整
は
あ

る
に
せ
よ
、Ｃ
Ｎ
の
実
現
と
い
う
各
国
の
目
標
自

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を

踏
ま
え
た
Ｇ
Ｘ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

久
保
田
　
現
下
の
ロ
シ
ア・ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
踏

ま
え
た
Ｇ
Ｘ
への
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つい
て
、幅
広
い
観

点
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る

山
下
常
務
理
事
か
ら
、お
考
え
を
伺
え
ま
す
か
。

山
下
　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
基
本
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
の
重
要
性
を
浮
き
彫
り
に
し
て
、こ
れ
ま
で
の

日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
各
国
の
主
張
、す
な
わ
ち
、

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
過
程
で
は
化
石
燃
料
が
引

き
続
き
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
、
諸
外

国
に
お
い
て
も
共
有
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
化
石
燃
料
の
中
で
最
も

ク
リ
ー
ン
な
天
然
ガ
ス
は
、各
国
が
脱
炭
素
化
の

移
行
期
に
お
け
る
燃
料
と
し
て
重
視
し
、か
つ
ブ

ル
ー
水
素
や
ブ
ル
ー
ア
ン
モ
ニ
ア
、合
成
燃
料
を

作
る
た
め
に
も
必
要
で
す
が
、
短
期
的
に
供
給

が
不
足
し
、
価
格
が
高
騰
す
る
事
態
に
見
舞
わ

れ
て
い
ま
す
。
石
油
や
石
炭
も
お
し
な
べ
て
価

格
が
高
騰
し
、
世
界
経
済
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

足
元
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
格
高
騰
や
供
給
不
足

を
受
け
、
ド
イ
ツ
を
筆
頭
と
し
た
Ｅ
Ｕ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
政
策
は
、
さ
ら
な
る
脱
炭
素
化
の
加

速
を
選
択
し
つつ
も
、
短
期
的
に
は
石
炭
火
力
に

回
帰
す
る
な
ど
の
混
乱
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
を
別
に
し
て
も
、

ＧＸの鍵となるのは、巨額の投資
とそれを支えるファイナンスの実
現。そのためには、ＣＮに向けた
国のグランドデザインと、民間を
後押しする政策パッケージが不
可欠。金融の立場からみてＣＮを
推進するうえで重要となるのは、
トランジション・ファイナンスのル
ールメーク、投融資先へのエンゲ
ージメント、ＥＳＧ資金の日本へ
の呼び込み。経団連には、ＧＸの
実効性向上に向けて、日本の主
要業界や企業に取り組みの加速
化を促し、リーダーシップを発揮
していく責務がある。（平野 信行）

２
０
５
０
年
Ｃ
Ｎ
を
目
指
す
中
で
、
化
石
燃
料

の
上
流
開
発
へ
の
新
規
投
資
は
座
礁
資
産
化
す

る
リ
ス
ク
が
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
投
資
家
や

金
融
セ
ク
タ
ー
に
は
、
化
石
燃
料
へ
の
投
資
を

即
刻
中
止
す
る
と
い
っ
た
極
端
な
判
断
で
は
な

く
、
過
渡
期
・
移
行
期
の
利
用
か
ら
ど
う
や
っ

て
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
化
石
燃
料
を
減
ら
し

て
い
く
の
か
と
い
う
時
間
軸
で
の
戦
略
を
、
需

要
家
や
生
産
者
と
と
も
に
考
え
る
姿
勢
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
３
０
年
ま
で
の
移
行
期
に
は
、
新
た
な

技
術
の
開
発
を
し
つ
つ
も
、
今
あ
る
技
術
や
資

源
を
徹
底
的
に
活
用
す
る
視
点
も
重
要
で
す
。

そ
の
筆
頭
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
原
子
力
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
循

環
経
済
で
す
。
岸
田
文
雄
首
相
は
２
０
２
２
年

５
月
の
ロ
ン
ド
ン
で
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
既
存
の
原

子
力
発
電
所
が
１
基
再
稼
働
す
れ
ば
、
年
間
１

０
０
万
ト
ン
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
世
界
市
場
に
供
給
す

る
の
と
同
じ
効
果
が
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。
言

い
換
え
れ
ば
、
日
本
は
年
間
１
０
０
万
ト
ン
も
の

Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
節
約
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。
移
行
期
に
は
、
新
技
術
の
開
発
だ
け
で

な
く
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
や
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い
ま
だ
高
コ
ス
ト
の
中
、
原
子

力
発
電
は
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
最
大
限

活
用
す
べ
き
電
源
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
我
が

グリーントランスフォーメーション座  談  会 ――2050年カーボンニュートラルに向けた経済社会の変革

p08-22_月刊経団連8月号_座談会.indd   10-11 2022/07/29   18:05



13 122022・8 2022・8

で
す
。
水
素
は
、
電
力
の
み
な
ら
ず
熱
需
要
に

も
応
え
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
天
然
ガ
ス

だ
け
で
な
く
、
石
炭
や
石
油
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
も
生
産
で
き
ま
す
。
化
石

燃
料
か
ら
水
素
を
作
る
場
合
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
二
酸

化
炭
素
の
回
収
・
貯
留
）と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
と
な
り
ま
す
。
水
素
の
輸

入
手
段
と
し
て
は
ア
ン
モ
ニ
ア
が
最
も
コ
ス
ト
が

安
く
、
か
つ
石
炭
火
力
に
混
焼
す
る
こ
と
で
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
量
を
天
然
ガ
ス
並
み

に
下
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
既
に
商
業
化
に
向

け
各
国
各
社
が
競
っ
て
い
ま
す
。
足
元
で
は
再

エ
ネ
由
来
よ
り
化
石
燃
料
由
来
の
水
素（
ブ
ル
ー

水
素
）
の
方
が
安
価
な
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
し
た

が
、
今
般
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
供
給
不

安
か
ら
、
ブ
ル
ー
水
素
の
コ
ス
ト
も
上
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
天
然
ガ
ス
の
新
規
開
発
で
供
給

不
安
を
解
消
す
る
こ
と
は
、
水
素
生
産
だ
け
で

な
く
、
よ
り
ク
リ
ー
ン
な
天
然
ガ
ス
利
用
へ
シ
フ

ト
す
る
こ
と
で
脱
炭
素
化
を
促
す
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。
ま
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
同

様
の
ク
リ
ー
ン
電
源
で
あ
る
原
子
力
発
電
か
ら

水
素
を
作
る
と
いっ
た
方
法
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
な
る
技
術
開
発
や
需
要
拡
大
で
水
素
の
コ

ス
ト
が
下
が
れ
ば
、
産
業
部
門
だ
け
で
な
く
、

自
動
車
や
船
舶
、
鉄
道
、
航
空
機
な
ど
の
運
輸

部
門
や
発
電
用
燃
料
と
い
っ
た
様
々
な
用
途
で

の
利
用
拡
大
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
Ｃ
Ｎ
社
会
に

向
け
世
界
で
水
素
へ
の
期
待
が
高
ま
る
中
、
長

年
水
素
関
連
の
技
術
を
磨
い
て
き
た
日
本
が
リ

ー
ド
し
続
け
る
こ
と
は
、
競
争
力
の
源
泉
と
も

な
り
ま
す
。
社
会
経
済
活
動
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
電
力
だ
け
で
は
賄
え
な
い
こ
と
を
念
頭

に
、
水
素
と
い
う
選
択
肢
を
ど
う
活
か
す
か
と

い
う
点
も
、
Ｃ
Ｎ
実
現
の
重
要
な
鍵
に
な
る
と

考
え
ま
す
。

国
に
は
、
安
全
審
査
が
完
了
し
、
地
元
の
同
意

を
得
ら
れ
れ
ば
運
転
を
再
開
で
き
る
原
子
力
発

電
所
が
27
基
あ
り
、
そ
の
う
ち
10
基
が
再
稼

働
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
こ
れ
ら
の
既
存
原
子

力
を
最
大
限
活
用
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　
日
本
に
お
け
る
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
４

分
の
１
は
電
力
で
、
残
り
の
４
分
の
３
は
熱
や

燃
料
な
ど
の
化
石
燃
料
で
す
。
今
後
電
化
を

進
め
て
も
な
お
残
る
と
思
わ
れ
る
非
電
力
需
要

に
ど
う
対
応
す
る
か
は
、
極
め
て
重
要
な
課
題

Ｇ
Ｘ
投
資
を
呼
び
込
む
た
め
の

施
策
・
環
境
整
備

久
保
田
　
Ｇ
Ｘ
の
実
現
に
は
、
革
新
的
技
術
の

開
発
や
社
会
実
装
、
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
不
可
欠
で
す
。
莫
大
な
投
資
を
実
現
す
る
に

は
、
政
府
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
政
策
や
、

国
内
外
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
資
金
を
動
員
す
る
た
め
の
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
も
必
要
と
な

り
ま
す
。
民
間
の
投
資
を
引
き
出
す
た
め
に
必

要
な
施
策
や
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

業
界
の
立
場
か
ら
杉
森
委
員
長
に
、
お
考
え
を

Ｇ
Ｘ
に
向
け
た
今
後
の
重
要
政
策
の
在
り
方

図表3　2050年カーボンニュートラルに向けた投資額
ＧＸ実現のためには、研究開発段階
のみならず実装段階も含め、大胆か
つ長期的な財政支出に政府がコミッ
トし、事業者の投資予見性を高める
ような政策支援を実施していくこと
が不可欠。ＧＸを成長につなげてい
くには、長期的な視野で、新規事業へ
の転換や成長分野への労働移動を
円滑に進めていく必要がある。日本
が開発を進めるトランジション技術
は、特に火力発電に依存するアジア
の低炭素化に有効であり、日本のビ
ジョンとＧＸ戦略を積極的に発信す
ることが肝要。また、資源外交や民間
外交の強化も求められる。（杉森 務）

伺
え
ま
す
か
。

杉
森
　
Ｇ
Ｘ
の
実
現
に
向
け
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
に
つ
い
て
は
、
総
額
２
兆
円
の
グ
リ
ー
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョン（
Ｇ
Ｉ
）基
金
が
設
立
さ
れ
、
研
究

開
発
支
援
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま

だ
見
ぬ
革
新
的
な
技
術
を
社
会
実
装
し
て
い
く

た
め
に
は
、
長
期
間
の
取
り
組
み
と
莫
大
な
投

資
が
必
要
で
す（
図
表
３
）。
特
に
水
素
な
ど
の

新
た
な
Ｃ
Ｎ
燃
料
を
社
会
に
広
く
普
及
さ
せ
る

た
め
に
は
、
製
造
・
貯
蔵
・
輸
送
・
供
給
に
至

る
ま
で
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
民
間
企
業
が
多
大
な
コ
ス

ト
と
事
業
環
境
の
不
確
実
性
を
抱
え
な
が
ら
長

期
に
わ
た
っ
て
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
こ
と
は
現

実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
Ｇ
Ｘ
の
実
現
に
は
、
政
府
が
、
国
家
戦
略
と

し
て
、
Ｃ
Ｎ
に
対
す
る
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
打

ち
出
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
実
装
段
階

で
も
大
胆
か
つ
長
期
的
な
財
政
支
出
に
コ
ミ

ッ
ト
し
、
事
業
者
の
投
資
予
見
性
を
高
め
る
よ

う
な
政
策
支
援
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。
そ
の
点
で
、
岸
田
政
権
の
「
新
し
い

資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計

画
」
で
は
、
官
民
合
わ
せ
今
後
10
年
間
で
１
５

０
兆
円
規
模
の
Ｇ
Ｘ
投
資
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

中
長
期
的
な
財
源
と
し
て
新
た
に
Ｇ
Ｘ
経
済
移

行
債
の
発
行
が
示
さ
れ
た
点
は
、
長
期
的
な
財

政
支
出
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
そ
の
も
の

で
、投
資
予
見
性
を
高
め
る
取
り
組
み
の
1
例

と
し
て
高
く
評
価
し
ま
す
。

　
ま
た
カ
ー
ボ
ン
自
体
に
価
値
を
つ
け
る
こ
と

は
、
脱
炭
素
の
価
値
を
適
切
に
製
品
価
格
に
反

映
す
る
こ
と
で
、
事
業
者
の
コ
ス
ト
回
収
を
可

能
に
し
、
投
資
予
見
性
を
確
保
す
る
う
え
で
非

常
に
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
の
制
度

作
り
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
議
論
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

久
保
田
　
経
済
学
者
と
し
て
企
業
行
動
や
産

業
政
策
を
長
年
研
究
さ
れ
て
き
た
大
橋
先
生

か
ら
も
、
お
話
を
伺
え
ま
す
か
。

大
橋
　
Ｇ
Ｘ
を
実
現
す
る
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
促
す
環
境
整
備
と
し
て
重
要
な
の
は
、

市
場
規
模
と
技
術
機
会
、経
済
学
で
い
う
と
こ

ろ
の
需
要
と
供
給
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
一
般
的
に
、投
資
す
る
に
あ
た
り
、そ
れ
に

見
合
う
だ
け
の
リ
タ
ー
ン
や
十
分
な
需
要
が
見

込
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。つ
ま
り
、各
国
の
消

費
者
が
、
脱
炭
素
・
低
炭
素
を
重
要
な
選
択

肢
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
肝
要
で
し
ょ
う
。
次

世
代
に
美
し
い
地
球
を
残
す
た
め
に
、価
格
が

若
干
上
が
っ
た
り
利
便
性
や
効
率
性
が
多
少

劣
っ
た
り
し
て
も
、Ｃ
Ｎ
を
支
え
よ
う
と
い
う

市
民
意
識
の
醸
成
が
第
1
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

行
動
変
容
を
促
す
た
め
に
は
、デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）の
力
を
借
り
て
、

炭
素
を
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
し
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

（注）APS(Announced Pledges Scenario)： 各国が宣言した野心が実現し、世界のCO₂排出量が2050年までに40％減少するシナリオ
　　　NZE(Net Zero Emissions by 2050 Scenario)：世界のCO₂排出量が2050年までにネットゼロ（カーボンニュートラル）を達成するシナリオ
（出所）IEA World Energy Outlook 2021より作成
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▶世界に占める日本のCO₂排出
割合（３％）に応じて分配すると、
必要年間投資額は約14.2兆円。
（１ドル＝118円換算）⇒ 2050年
までに引き直した場合（2022～
2050年の29年間）の累計投資額
は、約411.8兆円。

▶ I E A（国際エネルギー機関）
World Energy Outlook 2021の
試算によれば、2050年カーボン
ニュートラル達成に必要となる
2030年までの年間の総投資額
（クリーンエネルギー関連、足元
の実績は年間約１兆ドル）は、世
界全体で約４兆ドル。

グリーントランスフォーメーション座  談  会 ――2050年カーボンニュートラルに向けた経済社会の変革

p08-22_月刊経団連8月号_座談会.indd   12-13 2022/07/29   18:05



15 142022・8 2022・8

全
体
に
お
い
て
Ｃ
Ｏ
２
を「
見
え
る
化
」し
て
い
く

こ
と
が
重
要
な
論
点
だ
と
考
え
ま
す
。

　
他
方
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
に
は
、
そ
れ

を
具
体
化
す
る
た
め
の
技
術
要
素
が
揃
っ
て
い

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
分
野
に
よ
っ
て
は
、

Ｇ
Ｘ
を
促
し
社
会
実
装
し
て
い
く
た
め
の
素
地

を
研
究
開
発
で
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
Ｇ
Ｘ
の
社
会
実
装
に
は
、
業
界
ご
と
に

異
な
る
時
間
軸
を
し
っ
か
り
と
念
頭
に
置
い
た

現
実
的
な
議
論
が
必
要
で
す
。
加
え
て
Ｇ
Ｘ
は

れ
ま
し
た
。
産
業
用
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
へ
の
切
り
替

え
が
難
し
い
中
高
温
領
域
で
は
、石
炭
・
石
油
か

ら
低
炭
素
燃
料
へ
の
転
換
、
長
期
的
に
は
水
素
・

ア
ン
モ
ニ
ア
や
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と
いっ
た
脱
炭
素
手
段
へ

の
移
行
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
円
滑
な
ト
ラ

ン
ジ
シ
ョン
の
た
め
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
で
こ
れ

ら
の
価
格
を
劇
的
に
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
金
融
業
界
の
立
場
と
し
て
は
、
ロ

ー
ド
マッ
プ
に
基
づ
い
て
政
府
支
援
を
得
な
が
ら
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
面
で
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ（
二
酸
化
炭
素
の
直
接
回

収
・
貯
留
）
や
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
二
酸
化
炭
素
の
回

収
・
貯
留
付
き
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
）、
或
い
は
森

林
や
海
洋
に
よ
る
自
然
吸
収
と
いっ
た
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
エ
ミ
ッ
シ
ョン
分
野
に
つ
い
て
も
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ

ジ
ッ
ト
化
な
ど
を
通
じ
て
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
我
が
国
は
先
進
国
第
３
位
の

森
林
率
、
世
界
第
６
位
の
排
他
的
経
済
水
域

を
誇
り
、
大
変
大
き
な
自
然
吸
収
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
有
し
て
い
ま
す
。
成
木
を
伐
採
し
、
木

造
建
築
物
と
し
て
Ｃ
Ｏ
２
を
固
定
し
、
新
た
に

植
林
し
て
い
く
と
いっ
た
森
林
循
環
の
活
性
化
や
、

海
藻
な
ど
に
吸
収
さ
せ
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
も
、

有
望
な
分
野
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

久
保
田
　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
国

際
的
な
ル
ー
ル
メ
ー
ク
、
或
い
は
業
界
の
動
向
に

つ
い
て
、
同
じ
く
金
融
業
界
の
立
場
か
ら
平
野

今
後
、
個
社
ベ
ー
ス
と
い
う
よ
り
は
、
企
業
や

業
界
横
断
で
行
う
場
面
も
増
え
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

構
築
や
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
よ
う
な
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
Ｃ
Ｏ
２
の
回
収
・
利
活
用
で
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
構
築
な
ど
に
お
い
て
、
企
業
間
や
業
界
間
で

の
連
携
を
不
安
な
く
可
能
に
す
る
よ
う
な
競
争

政
策
の
運
用
・
施
行
の
在
り
方
も
、
重
要
な
論

点
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や

国
際
的
ル
ー
ル
メ
ー
ク
の
在
り
方

久
保
田
　
隅
委
員
長
、
我
が
国
に
国
内
外
の
Ｅ

Ｓ
Ｇ
資
金
を
呼
び
込
む
観
点
か
ら
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。
ま
た
、
政
府
の
グ
リ

ー
ン
デ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て
お
考
え
を
伺
え
ま
す
か
。

隅
　
政
府
は
、
今
後
10
年
間
で
１
５
０
兆
円
規

模
の
Ｇ
Ｘ
投
資
の
実
現
に
向
け
、
Ｇ
Ｘ
経
済
移

行
債
発
行
と
いっ
た
政
府
支
援
の
枠
組
み
に
加

え
、
規
制
・
市
場
設
計
・
金
融
枠
組
み
・
イ
ン

フ
ラ
整
備
な
ど
を
包
括
す
る
、10
年
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
年
内
に
取
り
ま
と
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
動
き
は
、
経
団
連
の
提
言
と
軌
を
一

に
す
る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の
中
間
整
理
で
は
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
過
半
を
占
め
る
非
電
力
部
門
や

熱
需
要
に
お
け
る
脱
炭
素
化
の
難
し
さ
が
示
さ

副
会
長
、
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

平
野
　
当
社
も
含
め
、
今
後
特
に
重
要
と
な
る

取
り
組
み
の
１
点
目
は
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョン
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
と
ル
ー
ル
メ
ー
ク
で
す
。
日
本
が
国
際

競
争
力
を
維
持
し
な
が
ら
脱
炭
素
化
を
進
め
る

に
は
、
段
階
的
な
移
行
が
不
可
欠
で
す
。
金

融
機
関
と
し
て
は
、
日
本
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の

取
り
組
み
に
資
金
を
供
給
し
て
い
く
責
任
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
Ｅ
Ｕ
タ
ク
ソ
ノ
ミ

ー
に
準
拠
す
る
欧
州
の
投
資
家
や
金
融
機
関
は
、

こ
れ
ま
で
相
当
高
い
目
標
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
。

マ
ー
ク
・
カ
ー
ニ
ー
前
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
総
裁

が
中
心
と
な
っ
て
発
足
し
た
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｚ

（Glasgow
 Financial A

lliance for N
et 

Zero

）の
よ
う
な
国
際
的
な
取
り
組
み
に
お
い

て
は
、
ル
ー
ル
メ
ー
ク
が
鍵
と
な
り
ま
す
。
私

ど
も
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー

プ
は
、Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｚ
に
お
け
る
銀
行
の
有
志
連
合

で
あ
るN

et Zero B
anking A

lliance

で
、

「Financing &
 Engagem

ent

」
作
業
部
会

の
議
長
を
担
っ
て
い
ま
す
。
発
足
当
初
は
、
欧

州
系
の
金
融
機
関
を
中
心
に
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

を
有
効
な
手
段
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
と
い

う
意
見
が
相
当
に
強
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
当

社
は
、
銀
行
・
金
融
セ
ク
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
は
、

顧
客
の
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
へ
の
移
行
支
援
に
よ
っ
て
達

成
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

最
近
よ
う
や
く
理
解
が
得
ら
れ
、
現
在
策
定
中

ＧＸの実現には、エネルギー分野
における抜本的な構造転換が必要。
再 エ ネ 適 地 を 含 め エ ネ ル ギ ー 資
源に乏しい我が国としては、ＧＸに
向けたあらゆる選択肢を追求せざ
るを得ない。科学技術立国を旗頭
に、核融合や人工光合成といった
脱炭素技術の革新的なイノベーシ
ョンを生み出すことで、世界をリー
ドすべき。ＧＸによって産業構造が
大きく変わる中、リカレント教育の
実施やセーフティーネットの設置に
加え、打撃を受ける雇用の受け皿と
なる新たな産業を育てていかなけ
ればならない。 （隅 修三）

の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
実
務
指
針

に
も
、Just T

ransition

（
公
正
な
移
行
）、或

い
はO

rderly T
ransition

（
秩
序
あ
る
移
行
）

と
い
う
言
葉
が
明
記
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

発
展
段
階
や
地
域
特
性
が
多
様
な
ア
ジ
ア
で
は
、

円
滑
な
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
実

績
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
、ア
ジ
ア
の
実
態
を

国
際
ル
ー
ル
に
反
映
さ
せ
る
う
え
で
も
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
主
要
金
融
機
関
が
参
加
す
るA

sia T
ransi-

tion Finance Study Group

を
立
ち
上
げ
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
重
要
と
な
る
取
り
組
み
の
２
点
目
は
、

投
融
資
先
へ
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
す
。
当
社

で
は
主
要
な
取
引
先
５
５
０
社
を
対
象
に
脱
炭

素
化
に
向
け
た
対
話
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
Ｅ

Ｓ
Ｇ
格
付
け
の
取
得
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
提
携
に
よ
る
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
測
定
支
援
な
ど
、
様
々
な
施

策
に
よ
っ
て
お
客
さ
ま
の
脱
炭
素
化
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　
３
点
目
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
資
金
の
日
本
へ
の
呼
び
込

み
で
す
。
脱
炭
素
化
に
向
け
た
革
新
技
術
の
開

発
や
社
会
実
装
の
た
め
に
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
潮

流
変
化
を
う
ま
く
捉
え
、
35
兆
ド
ル
と
も
言
わ

れ
る
世
界
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
資
金
を
日
本
に
呼
び
込
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
世
界
的
な
イ
ン
フ

レ
を
受
け
、
欧
米
当
局
が
金
融
引
き
締
め
を
図

る
中
、
以
前
に
も
増
し
て
、
脱
炭
素
化
に
向
け

た
各
国
・
各
社
の
取
り
組
み
へ
の
投
資
を
、
実

効
性
と
い
う
評
価
軸
で
ふ
る
い
に
か
け
る
動
き

が
出
て
く
る
も
の
と
見
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、

日
本
に
お
け
る
脱
炭
素
化
の
取
り
組
み
が
国
際

的
に
理
解
さ
れ
る
に
は
、
政
府
が
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
戦
略
に
掲
げ
た
諸
施
策
を
早
急
に
具
体

化
す
る
こ
と
に
加
え
、
民
間
セ
ク
タ
ー
自
身
が
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
家
の
期
待
に
応
え
る
だ
け
の
有
望

な
投
資
機
会
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
海
外
投
資
家
を
引
き
つ
け
る
だ
け
の
リ

タ
ー
ン
を
生
み
出
す
た
め
に
、
Ｇ
Ｘ
を
軸
と
し

た
成
長
戦
略
を
描
き
、
事
業
変
革
に
向
け
た

投
資
に
踏
み
込
ん
で
い
け
る
か
ど
う
か
、
そ
の

本
気
度
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

国
民
理
解
の
醸
成
や

産
業
構
造
転
換
へ
の
対
応

久
保
田
　
２
０
５
０
年
Ｃ
Ｎ
に
向
け
経
済
社
会

を
根
底
か
ら
変
革
す
る
に
は
、
国
民
理
解
の
醸

成
や
産
業
構
造
転
換
へ
の
対
応
と
い
っ
た
幅
広

い
課
題
に
も
同
時
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
う
し
た
政
策
課
題
に
つ
い
て
、

お
考
え
を
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

隅
　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
価
・
安
定
供
給
の
確
保
が

一
段
と
困
難
に
な
っ
て
お
り
、資
源
の
乏
し
い
我

が
国
は
、世
界
が
Ｇ
Ｘ
を
進
め
て
い
く
中
で
厳
し
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い
立
場
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
再
エ
ネ
や
原
子
力

と
い
っ
た
脱
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
活
用

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を
高
め
つ
つ
、
脱
炭

素
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の

国
民
も
理
解
を
深
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、現
実
は
ど
れ
も
簡
単
に
進

め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
再
エ
ネ
は
適

地
に
恵
ま
れ
ず
、地
域
と
の
軋あ

つ

轢れ
き

が
生
じ
て
お

り
、政
府
は
再
エ
ネ
の
適
正
な
導
入
や
管
理
の

在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、省
庁

横
断
で
議
論
し
て
い
る
状
況
で
す
。
原
子
力
も
、

立
地
地
域
の
理
解
を
醸
成
し
再
稼
働
を
進
め
て

い
く
こ
と
は
、
一
朝
一
夕
に
は
な
し
得
ま
せ
ん
。

　
国
民
の
日
々
の
暮
ら
し
や
生
業
を
支
え
、
命

を
守
る
に
は
、
化
石
燃
料
の
安
定
供
給
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
多
い
石
炭
・
石
油

か
ら
天
然
ガ
ス
へ
の
移
行
を
進
め
る
に
し
て
も
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
需
給
は
極
め
て
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
て
お
り
、
２
０

３
０
年
近
く
ま
で
需
給
逼
迫
が
長
期
化
す
る
と

の
見
方
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し

い
状
況
下
で
、
徹
底
し
た
省
エ
ネ
を
含
め
、
あ

ら
ゆ
る
選
択
肢
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
現
実
を
国
民
に
繰
り
返
し
訴
え
て
理
解
を

求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
Ｇ
Ｘ
に
よ
っ
て
産
業
構
造
が
大
き
く
変
わ

る
中
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る

業
種
で
製
造
工
程
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
か
ら
、

企
業
内
の
み
な
ら
ず
企
業
・
産
業
を
ま
た
ぐ

大
量
の
労
働
移
動
が
発
生
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す（
図
表
４
）。
人
ご
と
で
は
な
い
こ
と
を

早
く
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
経

済
界
と
し
て
は
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
な
ど
の
支

援
策
を
講
じ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
政
府

に
も
手
厚
い
支
援
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

設
置
を
求
め
て
い
く
べ
き
で
す
。
脱
炭
素
社
会

へ
の
移
行
で
打
撃
を
受
け
る
労
働
者
の
規
模
や

受
け
皿
と
な
る
産
業
、
そ
の
た
め
に
新
技
能
や

新
規
投
資
が
必
要
な
分
野
・
地
域
な
ど
に
つ
い

て
、
政
府
と
経
団
連
が
核
に
な
っ
て
予
測
し
、

全
産
業
レ
ベ
ル
で
対
策
を
練
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
政
府
や
自
治
体
に
は
、
地
域
や
社
会
に
悪

提供：ENEOSホールディングス

海外 国内
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図表5　新たなエネルギー・素材企業への転換に向けて（ENEOSの取り組み）

（注）図はイメージとしての一例であり、計数データに基づくものではない

事
業
規
模・
雇
用
者
数
増
減
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－

円滑な事業転換・
労働移動

▶GXを進める中で、既存のCO₂多排出事業は転換を
　迫られる一方、カーボンニュートラルに大きな役割
　を果たす新事業が生まれ、雇用が創出される。
▶GXへの挑戦を経済成長につなげるため、新事業へ
　の転換・労働移動（社内・社外）を円滑に進める必要。

CO₂多排出事業

CNに大きな役割を
果たす新事業

図表4　GXを通じた事業転換・労働移動のイメージ

影
響
が
出
な
い
よ
う
、
仕
事
を
失
う
労
働
者
へ

の
教
育
訓
練
を
徹
底
す
る
な
ど
の
支
援
体
制
を

整
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
我
々
経
済

界
と
し
て
も
、
失
わ
れ
る
雇
用
の
受
け
皿
と
な

る
新
た
な
産
業
を
育
て
て
い
く
責
務
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

杉
森
　
Ｇ
Ｘ
を
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
に
は
、
２

０
５
０
年
に
向
け
た
長
期
的
な
視
野
で
、
新
規

事
業
へ
の
転
換
や
成
長
分
野
へ
の
労
働
移
動
を

円
滑
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
石
油

製
品
の
製
造
・
販
売
を
行
う
当
社
と
し
て
も
、

構
造
的
な
需
要
減
退
に
対
応
し
た
基
盤
事
業

の
効
率
化
を
進
め
る
の
と
並
行
し
、
Ｃ
Ｎ
社
会

を
リ
ー
ド
す
る
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
素
材
企
業

へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
べ
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
の
拡
大
や
、
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
燃
料
の
技
術

開
発
お
よ
び
実
証
化
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
Ｃ
Ｃ
Ｓ
や
森
林

事
業
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
技
術
の
開

発
や
社
会
実
装
に
つ
い
て
も
、
政
府
や
他
の
企

業
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
で
、
日
本

お
よ
び
世
界
に
お
け
る
Ｃ
Ｎ
の
実
現
に
貢
献
し

て
い
く
考
え
で
す（
図
表
５
）。

山
下
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
で
は
、

産
業
競
争
力
の
獲
得
を
視
野
に
入
れ
た
プ
ロ
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
変
革
が
、
今
後
の
成
長
の
原
資
と

な
り
ま
す
。
従
来
の
産
業
構
造
や
業
種
に
と
ら

わ
れ
ず
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
新
た
な
事
業
や

技
術
を
開
発
し
実
現
す
る
に
は
、ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
Ｖ
Ｃ
）
に
よ

る
若
い
世
代
の
事
業
参
画
が
推
進
力
に
な
り
ま

す
。
大
企
業
だ
け
で
な
く
地
場
の
中
小
企
業
で

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
日
本
の
技
術
力
と
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
に
向
け
た
新
た
な
発
想
と
を
結
び

付
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
重
要
で
す
。
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
事
業
環
境
を
整
え
る
た
め

の
制
度
や
支
援
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
ほ
か
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
に
よ
る
女
性
の
活
躍

の
後
押
し
を
は
じ
め
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
能

力
を
十
二
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
の
構
築
に
向

け
た
制
度
改
革
が
必
要
で
す
。

　
も
う
１
つ
極
め
て
重
要
な
の
が
、
人
材
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
で
す
。
海
外
の
人
と
臆
せ
ず
自
由
に

議
論
し
、
海
外
の
技
術
動
向
や
情
報
を
い
ち
早

く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
海
外
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と

連
携
で
き
る
力
量
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
技

術
を
磨
く
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
な
ル
ー
ル
メ

ー
ク
を
リ
ー
ド
す
る
力
が
な
け
れ
ば
、
Ｃ
Ｎ
に

向
け
た
新
た
な
国
際
社
会
に
お
け
る
産
業
競

争
力
を
獲
得
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
企
業
自

身
が
柔
軟
性
を
取
り
入
れ
、
技
術
開
発
か
ら

実
用
化
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
に
参
画
す
る
研
究

者
や
技
術
者
が
、
開
発
の
現
場
と
実
業
の
現
場

と
を
柔
軟
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
な
環
境
も
必

要
で
す
。

　
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）、量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と

いっ
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
生
産
性
の
向

上
や
効
率
化
は
、
企
業
の
今
後
を
左
右
す
る
鍵

と
な
り
得
ま
す
。
従
業
員
が
日
々
出
社
す
る
の

が
楽
し
み
に
な
る
よ
う
な
オ
フ
ィ
ス
環
境
や
制

度
を
整
え
、
新
た
な
発
想
や
部
門
を
超
え
た

連
携
が
自
然
発
生
的
に
起
こ
り
、
か
つ
事
業
に

発
展
す
る
よ
う
な
創
造
的
な
職
場
が
、
そ
の
支

え
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
や
地
球
温
暖
化
対
策

計
画
で
は
、
環
境
対
策
を
成
長
戦
略
に
結
び
付

け
る
発
想
の
転
換
の
重
要
性
が
訴
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
他
方
、
日
常
生
活
や
経
済
社
会
活
動
へ

の
影
響
に
対
す
る
危
機
感
に
つ
い
て
は
言
及
が

少
な
く
、
理
想
的
な
世
界
の
記
述
に
偏
っ
て
い

る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
ス
の
面
だ
け
で
は

な
く
、
経
済
負
担
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
に
つ
い

て
も
理
解
し
た
う
え
で
、
国
民
各
層
が
総
力
を

挙
げ
て
、
新
た
な
社
会
構
築
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
脱
炭
素
化
に
は

コ
ス
ト
負
担
を
上
回
る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
が
あ
る
こ

と
を
、
政
府
だ
け
で
な
く
民
間
も
定
量
的
に
示

し
、長
期
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
示
す
こ
と
が
、

投
資
戦
略
や
技
術
開
発
、
産
業
構
造
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
革
の
重
要
な
シ
グ
ナ
ル
に
な
る
と

考
え
ま
す
。
企
業
と
し
て
も
、
こ
れ
に
応
え
る

こ
と
で
、
変
化
す
る
社
会
に
貢
献
し
、
企
業
価

値
を
高
め
、
競
争
力
を
磨
く
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
具
体
的
に
戦
略
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

成
長
に
資
す
る

カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

久
保
田
　
Ｇ
Ｘ
に
向
け
て
、カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
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ン
グ
の
議
論
も
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
現
在
、政
府
が
構
想
し
て
い
る「
Ｇ
Ｘ
リ
ー

グ
」で
は
、企
業
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
尊

重
し
つつ
、成
長
に
資
す
る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
を
模
索
し
て
い
く
方
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
点
も
踏
ま
え
、
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
の
問
題
に
つ
い
て
率
直
に
伺
え
た
ら
と
思
い
ま

す
。

平
野
　
政
府
の
施
策
の
中
に
Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
が
明

記
さ
れ
、
今
後
発
展
さ
せ
て
い
く
方
向
性
が
示

さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
経
団
連

で
も
、
こ
れ
ま
で
の
主
張
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
で
、

キ
ャ
ッ
プ
＆
ト
レ
ー
ド
型
の
排
出
量
取
引
制
度

の
検
討
開
始
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
キ
ャ
ッ
プ
＆
ト
レ
ー
ド
型
の
排
出
量
取

引
制
度
や
炭
素
税
に
関
し
、「
骨
太
の
方
針
」

の
中
で
は
、
い
ま
だ
に
そ
の
中
身
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
企
業
に
よ
る
自
主
的
な
取

り
組
み
は
非
常
に
重
要
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

十
分
な
成
果
が
得
ら
れ
る
の
か
は
検
討
が
必
要

で
す
。
脱
炭
素
化
へ
の
転
換
コ
ス
ト
を
広
く
社

会
で
負
担
す
る
と
い
う
考
え
方
に
立
て
ば
、
我

が
国
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
30
％
以
上
を
占
め
る
業

務
・
家
庭
部
門
の
行
動
変
容
を
促
す
た
め
の
、

従
来
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
で
す
。

　
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
導
入
す
れ
ば
、
短

期
的
に
は
何
ら
か
の
形
で
企
業
ま
た
は
家
計
の

負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
欧
州
を
中

心
と
し
た
各
国
で
は
、
無
償
枠
の
配
賦
や
減
免

措
置
、
技
術
の
可
用
性
を
考
慮
し
た
段
階
的

な
導
入
、
低
所
得
者
層
へ
の
対
応
な
ど
、
経
済

社
会
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
極
力
抑
え

る
べ
く
、
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
導
入

を
進
め
て
い
ま
す
。
我
々
も
欧
州
な
ど
の
諸
外

国
が
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
成
功
例
・
失

敗
例
を
十
分
に
研
究
し
、
ど
の
よ
う
な
制
度
設

計
に
す
れ
ば
影
響
を
抑
え
つ
つ
中
長
期
的
な
成

長
に
資
す
る
効
果
を
発
揮
で
き
る
の
か
、
真
剣

に
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
財
政
出
動
を
伴
う
政
府
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
の
裏
付
け
と
な
る
財
源
と
し
て
、
Ｇ
Ｘ

経
済
移
行
債
は
有
力
な
選
択
肢
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
ウ
ォッ
シ
ン
グ
と
み

な
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
評
価
に
も

合
致
し
た
幅
広
い
移
行
の
取
り
組
み
を
対
象
と

す
る
に
は
、
施
策
と
財
政
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ

ィ
を
確
保
す
る
こ
と
と
、
そ
の
た
め
の
明
確
な

基
準
や
透
明
性
が
必
要
と
な
る
こ
と
に
は
注
意

す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
移
行
債
も
最
終
的
に
は

国
の
償
還
能
力
に
依
拠
す
る
借
金
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
域

内
排
出
量
取
引
制
度
（
Ｅ
Ｕ
－
Ｅ
Ｔ
Ｓ
）
で
は
電

力
部
門
へ
の
有
償
割
り
当
て
だ
け
で
年
間
１
４

０
億
ユ
ー
ロ
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
収
入
を
得
て
い
る

な
ど
、
海
外
で
多
様
な
財
源
確
保
の
手
立
て
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
点
に
留
意
す
べ
き
で
す
。

　
Ｇ
Ｘ
の
よ
う
な
長
期
的
な
政
策
課
題
は
、
財

政
の
持
続
可
能
性
な
し
に
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
施
策
面
の
み
な
ら
ず
財
政
面
に
お
い

て
も
、
ポ
リ
シ
ー
ミ
ッ
ク
ス
が
必
要
で
す
。
岸

田
首
相
が
「
財
政
は
国
の
信
認
の
礎
」
と
明
言

し
て
い
る
よ
う
に
、
脱
炭
素
化
や
経
済
成
長
、

産
業
競
争
力
の
強
化
と
同
時
に
、
財
政
の
健
全

性
や
持
続
可
能
性
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

政
策
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

隅
　
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
の
財
源
に
つ
い
て
、
政

府
は
「
成
長
志
向
型
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

構
想
」
の
一
部
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
ま
ず
は
Ｇ
Ｘ
に
よ
っ
て
実
現
す
る
経
済

成
長
に
伴
う
税
収
増
で
賄
う
こ
と
が
基
本
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

に
つ
い
て
経
団
連
は
、
Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
を
キ
ャッ
プ
＆

ト
レ
ー
ド
型
の
排
出
量
取
引
制
度
に
発
展
さ
せ

ら
れ
る
か
ど
う
か
検
討
す
る
こ
と
を
提
言
し
て

お
り
、
あ
く
ま
で
成
長
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
基

軸
と
し
て
議
論
に
参
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

杉
森
　
政
府
が
発
足
さ
せ
た
Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
に
は
、

多
く
の
経
団
連
会
員
企
業
が
賛
同
を
表
明
し

て
お
り
、
経
済
界
と
し
て
も
積
極
的
に
協
力
し

て
い
く
考
え
で
す
。
２
０
５
０
年
Ｃ
Ｎ
と
い
う
野

心
的
な
目
標
を
実
現
す
る
に
は
、
こ
う
し
た
自

主
的
な
取
り
組
み
や
、
Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
を
含
む
適

切
な
ポ
リ
シ
ー
ミ
ッ
ク
ス
が
必
要
で
す
。
ポ
リ
シ

ー
ミ
ッ
ク
ス
の
１
つ
に
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
我

が
国
の
産
業
競
争
力
を
強
化
し
、
持
続
的
成

長
に
つ
な
が
る
仕
組
み
を
構
築
で
き
る
か
ど
う

か
と
いっ
た
点
が
、
今
後
の
焦
点
に
な
る
と
考
え

ま
す
。
例
え
ば
、
炭
素
税
の
導
入
や
現
行
の
地

球
温
暖
化
対
策
税
の
引
き
上
げ
な
ど
に
つ
い
て

は
、
既
に
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
負
担
す
る

産
業
の
国
際
競
争
力
を
損
な
う
恐
れ
が
高
い
た

め
、
現
状
で
は
合
理
的
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
排

出
量
取
引
制
度
に
つ
い
て
も
、
産
業
競
争
力
へ

の
影
響
を
は
じ
め
、
様
々
な
面
で
き
め
細
か
い

配
慮
が
必
要
で
す
。
今
後
Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
で
は
、

自
主
的
な
取
引
の
場
が
設
け
ら
れ
る
見
込
み
で

す
。
実
際
の
取
引
を
通
し
て
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
し
な
が
ら
、
成
長
に
資
す
る
制
度
と
し

て
設
計
可
能
か
ど
う
か
、
導
入
あ
り
き
で
は
な

く
、
虚
心
坦
懐
に
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

大
橋
　
脱
炭
素
化
へ
の
取
り
組
み
は
、
既
存
の

技
術
を
導
入
し
さ
え
す
れ
ば
達
成
で
き
る
よ
う

な
も
の
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
研
究
開
発

の
み
な
ら
ず
、
企
業
間
の
連
携
に
よ
る
新
た
な

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
や
、
異
業
種
間
で
の
デ

ー
タ
連
携
で
、
副
生
産
物
の
新
た
な
利
活
用
の

工
夫
を
す
る
な
ど
、
企
業
や
異
業
種
間
で
の
Ｇ

Ｘ
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
主
的
な
取
り
組
み
を
官

が
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
す
る
こ
と
で
広
げ
て
い
き
、

最
終
的
に
国
全
体
で
の
Ｃ
Ｎ
を
目
指
す
こ
と
が
、

Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
の
目
指
す
と
こ
ろ
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
境
を
超
え
ア

ジ
ア
に
お
け
る
Ｃ
Ｎ
を
促
す
仕
組
み
に
し
て
い
く

こ
と
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
官
民
連
携
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
先
に

は
、
投
資
し
た
企
業
が
投
資
コ
ス
ト
を
適
正
に

回
収
す
る
た
め
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
の
活
性
化
、

或
い
は
、
既
に
先
行
し
て
い
る
電
力
の
非
化
石

証
書
取
引
も
含
め
た
排
出
量
取
引
へ
の
移
行
も

視
野
に
入
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
商
用
化
と
いっ
た
、
炭
素
を

ビ
ジ
ネ
ス
と
す
る
新
た
な
産
業
も
生
ま
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
既
存
の
産
業
の
活

性
化
や
新
た
な
産
業
の
創
出
の
た
め
に
は
、
ど

の
段
階
で
ど
れ
だ
け
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

を
引
き
上
げ
れ
ば
、
成
長
に
資
す
る
脱
炭
素
化

に
つ
な
が
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
国
民
や
産
業

を
含
め
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

ロシアのウクライナ侵攻は、エネルギ
ー安全保障の重要性に光を当てた。移
行期においては、新たな技術を開発し
つつも、原子力、省エネルギー、循環経
済など、今ある技術や資源を徹底的に
活用する視点も重要。また、ＣＮ実現
には、電力のみならず熱需要にも応え
られる水素が鍵を握る。ＧＸに向けた
新たな事業創出や技術開発を進める
ためには、スタートアップやＶＣの事
業参画が推進力となる。大企業や地場
の中小企業が持つ技術力と、これから
の製品やサービスの開発に向けた新
たな発想とを結び付けるプラットフォ
ームが重要。 （山下 ゆかり）

Ｇ
Ｘ
に
向
け
た
経
団
連
へ
の
期
待・
果
た
す
べ
き
役
割

業
界
の
垣
根
に
風
穴
を
開
け
る

よ
う
な
取
り
組
み
へ

久
保
田
　
最
後
に
Ｇ
Ｘ
に
向
け
た
経
団
連
へ
の

期
待
、
果
た
す
べ
き
役
割
や
取
り
組
み
を
強
化

す
べ
き
点
に
つ
い
て
伺
え
ま
す
か
。

大
橋
　
Ｇ
Ｘ
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
製
造
業

を
含
む
、
経
団
連
加
盟
の
大
企
業
に
よ
る
脱
炭
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ＧＸに必要となる技術の社会実装に
は、企業や業界を横断し、異なる時間
軸をしっかりと念頭に置いた現実的
な議論が必要。水素・アンモニアのサ
プライチェーン構築や、ＣＯ２の回収
のバリューチェーン構築等、企業間・
業界間の連携を可能にする政策の在
り方が重要な論点になる。単に温室効
果ガス排出量の多い事業が海外に移
転することによって、国内の脱炭素化
が進むような事態は避けなければな
らない。ＧＸの取り組みを一石二鳥・
三鳥につなげていくため、これまで当
たり前と捉えられてきた規制にも新た
な光を当てるべき。 （大橋 弘）

素
化
へ
の
道
筋
を
ど
の
よ
う
に
つ
け
て
い
く
か
が

決
定
的
に
重
要
で
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

が
多
い
事
業
が
次
々
海
外
移
転
し
て
し
ま
う
こ

と
で
、脱
炭
素
化
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
、

何
と
し
て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
脱
炭
素
化
で
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
電
力
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
、
需
給

逼
迫
の
懸
念
や
燃
料
費
高
騰
が
、
我
が
国
経
済

の
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

脱
炭
素
化
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
前

を
通
じ
て
、
目
標
に
向
か
っ
て
力
強
く
着
実
に

推
進
す
る
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
を
代

表
す
る
企
業
が
実
際
に
目
標
を
掲
げ
て
進
む
こ

と
は
、
２
０
５
０
年
Ｃ
Ｎ
を
目
指
し
た
Ｇ
Ｘ
の

推
進
力
に
も
な
り
ま
す
。
様
々
な
技
術
を
持
っ

た
中
小
企
業
・
地
場
企
業
と
の
連
携
を
深
め
、

経
団
連
で
熟
慮
の
う
え
定
め
た
戦
略
を
伝
え

て
い
け
る
と
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
人
材
育
成
の
面
で
も
、
経
団
連
の
力
添
え
は

重
要
で
す
。
特
に
若
い
世
代
に
向
け
て
、
日
本

の
産
業
界
・
経
済
界
が
何
を
目
標
に
行
動
し
て

い
る
の
か
、
そ
れ
に
は
ど
う
い
っ
た
人
材
が
必
要

な
の
か
、
ど
う
い
っ
た
力
を
発
揮
し
て
自
分
ご

と
と
し
て
将
来
の
社
会
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
の

か
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
、
非
常
に
重
要

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ジ
ア
の
新
興
国
と
と
も
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
日
本
の
声
は
必
要
で
す
。
国
際
社
会
に

日
本
か
ら
訴
え
続
け
て
い
く
こ
と
は
、
経
団
連

の
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
れ

を
続
け
る
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に

つ
い
て
も
力
添
え
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。科

学
技
術
立
国
と
し
て
日
本
の

脱
炭
素
技
術
で
世
界
を
リ
ー
ド

隅
　
不
確
実
性
の
高
い
時
代
に
お
い
て
、
世
界

提
と
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
た
め
、
場
合
に
よ

っ
て
は
一
時
的
な
緊
急
避
難
措
置
も
考
え
る
べ

き
で
し
ょ
う
。

　
経
団
連
の
取
り
組
み
が
、
さ
ら
に
は
我
が
国

の
こ
れ
ま
で
の
業
界
の
垣
根
に
新
た
な
風
穴
を

開
け
て
、
経
済
成
長
に
つ
な
げ
る
よ
う
な
取
り

組
み
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
農
業
で
は
、
食
糧
生
産
を
前
提
に
規

制
や
補
助
金
制
度
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

他
方
で
航
空
業
界
で
は
、
既
に
Ｓ
Ａ
Ｆ
（
持
続

可
能
な
航
空
燃
料
）
の
利
用
拡
大
が
急
務
で
、

エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
の
脱
炭
素
燃
料
の
製
造
を
通

じ
て
国
産
Ｓ
Ａ
Ｆ
を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら

も
エ
タ
ノ
ー
ル
を
作
れ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
食

糧
の
安
定
供
給
と
並
ん
で
、
燃
料
生
産
も
農
業

政
策
の
射
程
に
入
れ
る
こ
と
で
、
従
来
と
異
な

る
規
律
で
の
農
業
政
策
の
絵
を
描
く
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
食
糧
需
要
の
減
少
に
よ
っ
て
、

荒
廃
農
地
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
燃
料
生
産
に

も
農
家
が
真
剣
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

荒
廃
農
地
を
生
き
返
ら
せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

Ｇ
Ｘ
の
取
り
組
み
を
一
石
二
鳥
、
或
い
は
三
鳥

に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
ま
で

当
た
り
前
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
規
制
に
も
、
こ

の
機
会
に
新
た
な
光
を
当
て
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

山
下
　
経
団
連
に
は
、
自
主
的
な
取
り
組
み

と
伍
し
て
戦
え
る
競
争
力
を
維
持
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。
再
エ
ネ
適
地
を
含
め
資
源
に
乏

し
い
我
が
国
は
、
Ｇ
Ｘ
に
向
け
て
あ
ら
ゆ
る
選

択
肢
を
追
求
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
こ
そ
、
核

融
合
や
人
工
光
合
成
と
いっ
た
革
新
的
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、
科
学
技
術
立
国
と

し
て
脱
炭
素
技
術
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と

を
目
指
す
べ
き
で
す
。

　
Ｃ
Ｎ
へ
の
道
筋
が
は
っ
き
り
す
る
ま
で
は
、

世
界
の
ど
の
国
に
お
い
て
も
、
選
択
肢
を
絞
り

込
む
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
再
エ
ネ
に
特

に
注
力
す
る
欧
州
で
も
、
再
エ
ネ
だ
け
で
域
内

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
満
た
す
め
ど
が
立
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、水
素
技
術
の
開
発
も
行
い
、

原
子
力
、
石
炭
を
含
む
化
石
燃
料
も
し
た
た

か
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
を
徹
底
的
に
追
求
し
た
世
界
一
の
火

力
発
電
技
術
を
有
し
て
い
ま
す
。
我
が
国
の
特

性
に
適
し
た
技
術
で
、
競
争
力
を
維
持
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
ま
す
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

Ｇ
Ｘ
に
か
か
る
重
要
技
術
の
保
護
も
、
経
済

安
全
保
障
に
お
け
る
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま

す
。

　
加
え
て
、
地
政
学
的
緊
張
が
高
ま
り
、
デ
カ

ッ
プ
リ
ン
グ（
分
断
）に
向
か
い
つ
つ
あ
る
世
界

に
お
い
て
は
、
各
国
が
パ
リ
協
定
の
も
と
で
Ｃ

Ｎ
の
実
現
に
向
け
て
結
束
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
か
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
排
出
削
減
の
取
り

組
み
に
濃
淡
が
生
ま
れ
る
中
、
削
減
努
力
を
続

け
る
日
本
企
業
の
国
際
競
争
力
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
炭
素
国
境
調
整
措
置
に
適

切
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
経
済
界
と
し

て
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
や
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
を
分
散
し
、
取
引
相
手
国
が
偏
る
こ
と
を

極
力
避
け
な
が
ら
Ｇ
Ｘ
を
実
現
す
る
必
要
も
あ

り
ま
す
。

　
Ｇ
Ｘ
の
実
現
は
困
難
な
道
の
り
で
す
が
、
科

学
技
術
立
国
を
旗
頭
に
、
脱
炭
素
技
術
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
成
し
遂
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
諸
外
国
に
日
本

の
脱
炭
素
技
術
を
広
め
、
国
際
社
会
で
確
固

た
る
地
位
を
示
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。情

報
発
信
と

民
間
外
交
の
強
化

杉
森
　
経
団
連
の
取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
点

と
し
て
は
、
ま
ず
情
報
発
信
力
の
さ
ら
な
る
強

化
で
す
。
２
０
２
１
年
に
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ

26
（
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
26
回
締
約
国
会

議
）
に
お
い
て
も
、
先
進
国
と
新
興
国
・
途
上

国
と
の
対
立
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

Ｃ
Ｎ
は
世
界
全
体
で
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
混
焼
と
い
っ
た
日
本

が
開
発
を
進
め
る
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
技
術
は
、

火
力
発
電
に
依
存
す
る
ア
ジ
ア
の
低
炭
素
化
・

脱
炭
素
化
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
可
能
性
を

持
つ
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
技
術
の
海
外
輸

出
は
日
本
の
経
済
成
長
に
も
資
す
る
も
の
で
す
。

一
方
、
国
際
世
論
に
は
、
我
が
国
や
ア
ジ
ア
諸

国
が
置
か
れ
た
状
況
が
必
ず
し
も
考
慮
さ
れ

な
い
と
い
う
側
面
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
技
術
に
対
し
、「
日
本
は
環
境
対
策
に
後

ろ
向
き
だ
」
と
い
っ
た
事
実
と
異
な
る
批
判
を

受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
批
判
に

毅
然
と
対
応
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
と
も
に
Ｃ
Ｎ

に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
に
は
、
Ｇ
Ｘ
に
関
す
る

日
本
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
を
積
極
的
に
発
信
す

る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
引
き
続
き
政
府
と
連
携

の
う
え
、
経
団
連
か
ら
も
精
力
的
な
情
報
発
信

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
１
点
は
、民
間
外
交
の
強
化
で
す
。再
エ

ネ
適
地
に
制
約
が
あ
る
我
が
国
は
、将
来
的
に

も
海
外
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
達
が
チ
ョ
ー
ク

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま

せ
ん
。
Ｅ
Ｖ
化
の
進
展
に
伴
い
世
界
中
で
獲
得

競
争
が
始
ま
っ
て
い
る
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
も
含

め
、
今
後
資
源
外
交
に
一
層
力
を
入
れ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
長
引
く
米
中
対
立

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
背
景
に
世
界
の
分
断
は

進
行
し
、
一
部
の
国
で
は
保
護
主
義
に
も
つ
な

が
る
極
端
な
政
策
に
回
帰
す
る
動
き
も
見
ら
れ

ま
す
。
国
際
間
の
対
立
緊
張
が
高
ま
っ
た
時
こ

そ
、
経
済
界
の
交
流
を
対
話
の
窓
口
と
し
て
維
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持
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
Ｇ
７
、

Ｇ
20
の
民
間
版
で
あ
る
Ｂ
７
、
Ｂ
20
に
お
い
て
、

経
団
連
は
日
本
の
経
済
界
を
代
表
し
て
参
加
し
、

各
国
首
脳
に
様
々
な
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
民
間
外
交
の
場
を
活
用
し
、

政
府
の
資
源
外
交
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と

が
、
Ｇ
Ｘ
実
現
に
向
け
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
を
実
現

平
野
　
脱
炭
素
化
に
向
け
た
実
行
フ
ェ
ー
ズ
を

い
よ
い
よ
迎
え
る
中
、
経
団
連
と
そ
の
参
加
企

業
が
果
た
す
べ
き
第
１
の
役
割
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
発
揮
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
経
団
連
は
、

省
エ
ネ
や
地
球
温
暖
化
問
題
に
積
極
的
に
対
応

し
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
２
０
年
６
月
に
開
始

し
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」
は
、
同
年
11
月

に
政
府
が
宣
言
し
た
２
０
５
０
年
Ｃ
Ｎ
に
先
立

つ
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
意
欲
的
な
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
で
し
た
。「
失
わ
れ
た
30
年
」
と
言
わ
れ

る
日
本
の
経
済
的
停
滞
の
大
き
な
原
因
の
１
つ

が
、
国
内
投
資
の
停
滞
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
Ｇ
Ｘ
は
、
産
業
横
断
的
な
長
期
か
つ
大

型
の
投
資
機
会
と
な
り
得
る
も
の
だ
と
考
え
ま

す
。
た
だ
最
終
的
に
は
、
我
々
経
済
界
が
本
気

に
な
っ
て
積
極
的
な
未
来
志
向
の
投
資
を
行
わ

な
け
れ
ば
、
こ
の
機
会
も
蜃
気
楼
に
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
経
団
連
に
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ

ロ
で
掲
げ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
の
具
体
化
に
向
け
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
い
く
責
務
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
主
要

業
界
や
企
業
に
対
し
て
取
り
組
み
の
加
速
化
を

促
す
こ
と
は
、政
府
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
実
現
や
、

日
本
の
国
際
的
な
信
認
の
上
昇
に
も
つ
な
が
る

も
の
で
す
。

　
２
点
目
は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
振
興
で
す
。

日
本
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
は
、自
社
の

Ｇ
Ｘ
に
と
ど
ま
ら
ず
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
、
或
い
は
最
終
消
費
段
階
の
脱
炭
素
化
を
促

す
影
響
力
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
プ
ラ
ス
の

方
向
に
働
か
せ
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
大

企
業
に
は
な
い
柔
軟
な
発
想
や
創
造
力
を
有
す

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
振
興
、
大
企
業
と
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
と
の
共
創
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
潜
在
力

を
引
き
出
す
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
３
点
目
は
、
政
策
の
具
体
化
に
向
け
た
関
与

で
す
。
今
後
様
々
な
施
策
が
具
体
化
さ
れ
る
過

程
で
、
脱
炭
素
関
連
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
技

術
開
発
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
の
動
向
に
関
し
、

民
間
が
所
有
す
る
知
見
を
、
政
府
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
や
、
各
種
施
策
へ
の
財
政
措
置
、
規
制

改
革
な
ど
に
活
か
す
こ
と
が
、
政
策
の
有
効

性
を
高
め
る
う
え
で
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｇ
Ｘ
を
通
じ
た
産
業
や
社
会
構
造
の
大
き
な

変
化
に
伴
っ
て
生
じ
る
労
働
力
の
シ
フ
ト
を
ど

う
進
め
る
か
に
つ
い
て
も
、
議
論
の
み
に
と
ど
め

ず
、
官
民
を
挙
げ
て
、
具
体
的
な
仕
組
み
を
作

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し
上

げ
た
金
融
分
野
の
み
な
ら
ず
、
産
業
分
野
に

お
け
る
国
際
的
な
ル
ー
ル
作
り
に
つ
い
て
も
、

官
民
一
体
で
取
り
組
む
べ
き
で
す
。
と
り
わ
け

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
お
い
て
は
、
膨
大
な
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
今
後
ど
う
削
減
し
て
い
く
か
と
い
う

非
常
に
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
ア
ジ

ア
諸
国
に
対
し
日
本
の
技
術
を
積
極
的
に
輸

出
し
て
い
く
と
と
も
に
、「
ジ
ャ
ス
ト
・
ト
ラ
ン

ジ
シ
ョ
ン
（Just T

ransition

）」
に
向
け
た

ル
ー
ル
メ
ー
ク
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
は
、

分
断
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
の
世
界
で
、
日
本
が
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
回
復
す
る
う
え
で
重
要
な
鍵

と
な
り
得
る
と
考
え
ま
す
。

久
保
田
　
本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　　　　　（
２
０
２
２
年
６
月
27
日　

経
団
連
会
館
に
て
）
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